
員
の
細
か
い
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
主
体
と

し
た
空
調
シ
ス
テ
ム
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
り
、最
大
電
力
の
抑
制
を
図
っ
た
。

　

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
る
ピ
ー
ク
電
力
削
減
の
ほ
か
に
、
空

調
機
と
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
早
朝
５
時
に

起
動
し
、
外
気
温
度
が
低
い
時
間
帯
か

ら
建
物
を
冷
や
し
て
躯
体
蓄
熱
に
近
い

状
態
で
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
午
前

中
の
冷
房
運
転
で
タ
ー
ボ
冷
凍
機
１
基

（
３
０
０
ｋＷ
）を
停
止
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
こ
と
と
、
Ｉ
Ｎ
Ｖ
制
御
の
送
風

機
電
力
約
50 

ｋＷ
が
低
減
で
き
る
こ
と
を

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
発
見
し
、
実
行

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
節
電
が
必
要
な

状
況
の
中
で
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
が
効
率
的

に
運
用
で
き
る
よ
う
に
改
善
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最大電力の推移

ターボ冷凍機空調
問題①
急激な外気温度上昇による空調負荷
増加により、ターボ冷凍機が稼働し、
最大電力が管理範囲を超過する。

問題④
急激な最大電力の変化に
対応できていない。

1

2 2 2
3

最大電力
管理範囲

0

ターボ冷凍機
2基運転

ターボ冷凍機
3基運転

ターボ冷凍機
1基運転

ターボ冷凍機
3基運転

ターボ冷凍機
2基運転

ターボ冷凍機
3基運転空調運転内容

最大電力

ターボ冷凍機
1基運転

ターボ冷凍機
3基運転

7：30 10：00 11:30 12:00 13:00 13:30 16:00 17:30

蓄熱システム空調

問題③
外気温度が低下せず、空調負荷が高い状態が継続した場合、
蓄熱放熱完了後に最大電力が管理範囲を超過する。

問題②
空調負荷および最大電力の増減にあわせ
て蓄熱システムが制御されていない。
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【
申
請
者
】

日
本
電
気
株
式
会
社

N
E
C
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社

【
設
備
オ
ー
ナ
ー
】

日
本
電
気
株
式
会
社

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
玉
川
事
業
場
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の

研
究
開
発
に
お
け
る
中
核
的
位
置
づ
け

と
し
て
事
業
活
動
を
推
進
し
て
い
る
施

設
で
す
。
１
９
９
８
年
に
川
崎
市
の
都

市
計
画
の
一
環
と
し
て
武
蔵
小
杉
地
区

の
再
開
発
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
核
と
し

て
開
発
に
着
手
し
、
12
年
を
か
け
て
玉

川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
玉
川
Ｓ
・
Ｎ
棟
）

と
今
回
紹
介
す
る
玉
川
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
玉
川
Ｓ
Ｃ
棟
）
を
建
設

し
ま
し
た
。

　

建
設
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
省
エ
ネ
は

も
と
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
建
物
づ
く
り
」

で
あ
り
、
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
率
先
し
て

導
入
。
現
在
で
は
、
玉
川
事
業
場
内
に

大
小
の
蓄
熱
槽
（
氷
・
冷
水
・
温
水
）

が
９
基
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

玉
川
Ｓ
Ｃ
棟
は
、
２
０
１
０
年
５
月

に
竣
工
、
建
築
面
積
４
３
５
３
㎡
、
延

床
面
積
４
８
５
３
０
㎡
に
約
４
０
０
０

人
の
従
業
員
が
働
い
て
い
ま
す
。「
人

と
地
球
に
や
さ
し
い
次
世
代
オ
フ
ィ

ス
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
環
境

負
荷
50
％
削
減
を
実
現
し
て
お
り
、
こ

の
ひ
と
つ
の
設
備
と
し
て
蓄
熱
槽
を

ピ
ー
ク
シ
フ
ト
・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
設
備

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
（
概
要
は
図

２
）。
３
２
０
Ｕ
Ｓ
Ｒ
ｔ
の
タ
ー
ボ
冷

凍
機
４
基
と
２
０
０
Ｕ
Ｓ
Ｒ
ｔ
の
熱
交

換
器
、
約
２
０
０
０
㎥
の
蓄
熱
槽
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
夏
場
の
昼
間
電
力

使
用
量
の
削
減
、
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
に
効

果
的
な
運
転
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
日
本
国
内
は
約
20
％
の

ベ
ー
ス
発
電
所
を
喪
失
。こ
れ
に
よ
り
、

夏
場
の
電
力
需
要
を
乗
り
切
る
こ
と
が

火
力
・
水
力
発
電
所
だ
け
で
は
不
可
能

と
な
り
、
国
が
電
力
使
用
制
限
令
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

通
常
の
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
は
、
安
価
な

夜
間
電
力
で
蓄
熱
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
昼
間
13
時
か
ら
16
時
ま
で
の
電
力

使
用
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
放
熱
し
、
ピ
ー

ク
電
力
を
少
し
で
も
下
げ
る
こ
と
に
活

用
し
ま
す
。
玉
川
Ｓ
Ｃ
棟
の
シ
ス
テ
ム

も
そ
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
22

時
以
降
に
冷
凍
機
で
地
下
の
蓄
熱
槽
の

水
を
14
℃
か
ら
４
℃
ま
で
下
げ
て
蓄
熱

を
行
い
、
昼
間
の
負
荷
の
高
い
10
時
か

ら
16
時
ま
で
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
使
用

し
て
い
ま
し
た
。

　

電
力
使
用
制
限
令
で
ピ
ー
ク
電
力
を

２
０
１
０
年
度
比
15
％
削
減
の
指
示
が

出
た
た
め
、
蓄
熱
槽
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
玉
川
Ｓ
Ｃ
棟
に
お
け
る

電
力
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計

画
を
立
案
し
ま
し
た
。
図
３
に
示
す
通

り
、
通
常
の
運
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
10

時
か
ら
16
時
ま
で
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
最

大
２
基
運
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下

の
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

① 
10
時
以
前
の
室
温
上
昇
に
対
応
す
る

た
め
、
冷
凍
機
な
ら
び
に
空
調
機
を
運

転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大
電
力
が
管

理
範
囲
を
超
過
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

② 

朝
の
立
ち
上
が
り
の
室
温
が
安
定

す
る
と
11
時
30
分
か
ら
12
時
と
、
13
時

か
ら
13
時
30
分
の
昼
休
み
前
後
の
最
大

電
力
が
下
が
っ
て
お
り
、
こ
の
低
い
時

間
帯
に
も
蓄
熱
槽
を
運
転
し
て
い
た
。

③ 

16
時
以
降
に
外
気
温
が
低
下
せ
ず
、

空
調
負
荷
の
高
い
状
態
が
継
続
し
、
最
大

電
力
が
低
下
せ
ず
管
理
範
囲
を
超
過
す
る

恐
れ
が
あ
っ
た
。

④ 

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
自
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

運
転
の
た
め
急
激
な
最
大
電
力
の
変
動
に

対
し
て
対
応
が
で
き
て
お
ら
ず
、
無
駄
な

運
転
も
出
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
改
善
す
る
た

め
、
電
力
使
用
制
限
令
期
間
中
は
、
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
自
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運

転
で
は
な
く
、
監
視
員
の
判
断
に
お
い

て
、
次
の
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
制
御
を
行

い
ま
し
た
。

① 

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
最
大
電
力
が
90
％

を
超
え
た
ら
稼
働
す
る
こ
と
と
し
た
。

② 

最
大
電
力
が
90
％
を
低
下
し
た
場

合
、
タ
ー
ボ
冷
凍
機
２
基
運
転
を
１
基

運
転
と
し
た
。

③ 

昼
休
み
の
最
大
電
力
が
急
激
に
下
が

る
時
間
帯
に
タ
ー
ボ
冷
凍
機
で
冷
房
を

行
い
、
躯
体
蓄
熱
に
近
い
状
態
と
し
た
。

④ 

タ
ー
ボ
冷
凍
機
の
間
欠
運
転
と
蓄

熱
シ
ス
テ
ム
の
運
転
時
間
を
組
み
合
わ

せ
、
自
動
制
御
だ
け
で
は
な
く
、
監
視

図1　NEC玉川事業場全景

図2　玉川SC棟　水蓄熱システム概要

図3　玉川SC棟　蓄熱システムの最大電力制御の問題点
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